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注意事項

　　１．開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

　　２．解答用紙はこの冊子にはさんであります。

　　３．計算はあいているところを使い，答えはすべて解答用紙の決められた欄に

　　　　書き入れなさい。

　　４．［ －共通問題］の配点は各４点です。

　　５．選択問題は［ － ］から［ － ］までの５群から学校で指示された 群を

　　　　解答しなさい。配点は 各５点、 点です。

解答上の注意事項

　　 答えに根号が含まれるときは，根号の中は最も小さい自然数にしなさい。

　　 答えが分数になるとき，約分できる場合は約分しなさい。



［ －共通問題］各 点

　 を因数分解せよ。

　 ， のとき， の値を求めよ。

　放物線 を， 軸方向に－ ， 軸方向に だけ平行移動すると，

　放物線 と重なる。このとき，定数 ， の値を求めよ。

　 次不等式 が常に成り立つとき，定数 の値の範囲を求めよ。

　 である直角三角形 において， ，

　 とする。頂点 から辺 に下ろした垂線を

　とするとき，線分 の長さを ， を用いて表せ。

　△ において， ， ， のとき， の長さを求めよ。

　全体集合 ， ， ， ， ， ， ， ， の部分集合 ， について，

　 ， ， ， ， ， ， のとき，集合 を求めよ。

　次のデータは，ある年の雨が降った月ごとの日数を 市と 市で調べたものである。

　これについて，正しいものを①～⑤のうちから１つ選び，番号で答えよ。

　　　　 市　 ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 　 日

　　　　 市　 ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 　日

　①　第 四分位数は 市の方が大きく，第 四分位数は 市の方が大きい。

　②　第 四分位数は 市の方が大きく，第 四分位数は 市の方が大きい。

　③　第 四分位数も第 四分位数も， 市の方が大きい。

　④　第 四分位数も第 四分位数も， 市の方が大きい。

　⑤　 市と 市で，第 四分位数と第 四分位数の値はそれぞれ同じである。　



　 人の数学の小テスト（ 点満点）の結果は， 点， 点， 点， 点， 点で，平均値

　が 点で，分散が である。 のとき，整数 の値を求めよ。

　正八角形の対角線の本数を求めよ。

　白球 個，赤球 個が入っている袋から球を 個取り出し，色を確認してからもと

　に戻す。この試行を 回行うとき，白球が 個だけ出る確率を求めよ。

　右の図において， の長さを求めよ。

　ただし， は円の接線である。

　

　右の図において，円 は ＝ の直角三角形

　の内接円であり，点 は辺 との接点である。

　このとき， の長さを求めよ。

　 が最小の自然数となるような自然数 の値を求めよ。

　 と の最大公約数を求めよ。



［ － ］場合の数

　下の図のような道路のある町で，最短経路で行く次の各場合の道順は，それぞれ何通り

あるか。

　 から まで行く道順

　 と をともに通って， から まで行く道順

　 も も通らずに， から まで行く道順

［ － ］整数

　 進数 を 進法で表せ。

の正の約数の個数を求めよ。

は整数とする。 を で割ったときの余りは， または であることを

　証明せよ。



［ － ］平面図形

　右の図において，四角形 は、円 に内接

　している。 ， のとき、

　角 を求めよ。

　右の図において，直線 は円 ， に，それぞれ

　点 ， で接している。円 の半径が ，円 の半径

　が であるとき，線分 の長さを求めよ。

　右の図の△ において，辺 上に点 を，

　辺 上に点 を，辺 上に点 を，

　 　となるようにとる。

　このとき，△ と△ の面積比を求めよ。



［ － ］２次関数

　 次不等式 を解け。　　　

点 ， ， ， ， ， を通る 次関数を求めよ。

　 を定数とするとき，関数 の最大値を求めよ。

［ － ］図形と計量

　 とする。 のとき， の値を求めよ。

　 の値を求めよ。

　右の図のような ， ， である四面体 が

　ある。ただし， ， ， とする。

　 とするとき， の値と△ の面積を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


